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１．研究の背景 

本校ではこれまで，総合的な学習の時間での地域活性化の取組を通して，持続可能な社会づくりの担い手

として必要な資質や能力を生徒に育成してきた。次のものである。 

 

批判的に考える力    未来を予測して計画を立てる力 

多面的・総合的に考える力   コミュニケーションを行う力 

他者と協力する態度   つながりを尊重する態度 

進んで参加する態度 

 

これらの力を育成するため，地元の道の駅等と連携するとともに，地域活性化を推進するキャラクター「ミ

ツギレンジャー」（図 1）を作成し，それを活用した活性化案を考案し，実践している。これまで，本校と道

の駅との連携が高く評価され，道の駅クロスロードみつぎが国土交通省から地域活性化の拠点を形成する重

点道の駅に選出される等，一定の成果を上げている。また，現在市役所のまちおこし課とも連携して，活動

を継続しているところである。 

一方，活動を進めていく中で，例えば地域の PR 動画を作

成して広くアピールしたり，考案した新たなデザインを手書

き以外の手法で実体化したりするなど，生徒が自ら発信した

いという活性化案もある。しかし，本校では，生徒用のパソ

コンは情報教室に設置されているものだけである。したがっ

て，例えば動画を作成して編集するといったことを簡単に行

うことができる環境はない。また，タブレット端末などのモ

バイル端末もなく，生徒が ICT を積極的に活用できる環境で

はない。実際，これまでにデジタルコンテンツを作成すると

いう計画もあったが，ICT 環境の不足により実践できなかっ

た。 

 

図 1：地域活性化ヒーロー「ミツギレンジャー」 
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２．研究の目的 

ICT 環境を充実させることで，生徒の活動の幅を広げる。特に発信力を高める活動に取り組ませることで，

上記の 7 つの能力・態度を更に育成することが目的である。 

 

３．研究の経過 

前年度以前から生徒が御調地域の強みとして取り上げている御調の 5 宝（福祉・医療，ソフトボール，文

化・伝統，自然，食物）について，地域活性化のアイデアを考えさせた。 

5 宝のそれぞれのグループに分かれ，生徒が自ら設定した課題について，必要な情報を収集した。例えば，

フィールドワーク等で，必要に応じて

iPad を用いて写真や動画を撮影させた。

また撮影したものを，必要に応じて編集さ

せたり，収集した情報を，表計算ソフトを

使って分析させた。 

以前から地元の道の駅クロスロードみ

つぎがその案の実践の場となっているが，

道の駅だけでなく，地域外に発信していく

ことを意識させて取り組ませた。生徒自身

が，成長の実感ができるように，7 つの能

力・態度に関する質問紙の調査を，毎時間

のまとめで行った。また，それぞれのグル

ープが，全体で活動内容を共有するために，

授業の最後に，その時間で取り組んだ内容

を，ICT を用いて発表をした。そして，定

期的に本校のホームページや学校新聞を

利用し，地域活性化の取組みの PR と報告

を地域に発信した。 

1 年間を通して，iPad を活用した主たる

研究の経過を表 1に示す。 

 

 

 

 

 

  

表 1：主たる研究の経過 

時期

取組み内容 
評価のため

の記録 授業全体での活動 各グループの活動 

4 月 

・校内の授業担当者を

対象とした ICT 機器の

活用方法についての説

明 

・生徒のグループ分け  

5 月 
 ・LINE スタンプの素材

作成開始（自然） 

 

6 月    

7 月 

 ・地元開催の全国総合

体育大会の PR 動画披

露（ソフトボール） 

・写真（生徒）

8 月    

9 月    

10 月

・広島県教育委員会主

催「ひろしま教育の日」

フォーラムでの代表生

徒による取組発表 

・中間報告会（公開研

究授業） 

・尾道柿園の柿につい

ての PR 動画披露（文

化・伝統） 

・参観者から

のコメント 

・アンケート

（生徒） 

・写真（生徒）

11 月    

12 月    

1 月    

2 月 

・最終報告会 

・のぼりの作成 

・生徒の実態把握 

・LINE スタンプの素材

完成（自然） 

・活動全体の PR 動画披

露（福祉・医療） 

・アンケート

（生徒） 

・講評 

（外部講師）

・授業評価 

アンケート

（生徒） 

3 月 
・生徒によるまとめ  ・レポート

（生徒） 
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４．代表的な実践 

（１）毎時間の授業終了前に行う活動報告 

本研究で中心となる第 2 学年の総合的な学習の時間「まな

びのとびら」では，生徒が 5 つのグループ（福祉・医療，ソ

フトボール，文化・伝統，自然，食物）に分かれて活動を行

う。 

授業では，それぞれのグループで活動を行うことになる。

その時間の各グループでの活動内容を全員で共有するため，

毎時間，授業の終わりに各グループの活動報告を行っている。

各グループに 1 台ずつ iPad mini を配付し，活動の様子を写

真に撮影させ，その写真を用いて活動報告を行わせた（図 2）。 

（２）LINE スタンプ，〈のぼり〉の作成 

平成 25 年度に生徒が考案した地域活性化のためのヒーロ

ー「ミツギレンジャー」を用いた LINE スタンプを作成した。

iPad Pro 及び Apple Pencil を使用して，生徒にイラストを作

成させた（図 3）。使用したアプリケーションは「ibisPaint X」

である。この活動は，御調地域の PR を目的としたものであ

った。自然グループの美術部部員を中心に作業を進めた。5

月から着手し，2 月に素材は完成したが，申請完了までには

至らなかった。 

また，同じ生徒たちが中心となって，「ミツギレンジャー」

のイラストを用いた学校の〈のぼり〉も作成した。〈のぼり〉

のイラストも LINE スタンプと同一の環境で作成し，生徒が

書道教員の書いた文字と合成し，データを業者に入稿した。2

月には完成品が届き，3 月のありがとうデーに持参し披露し

た（図 4）。 

（３）地元の道の駅における活動報告（ありがとうデー）で

の映像を用いた PR（7 月，10 月） 

ソフトボールグループ，文化・伝統グループが，道の駅の

活動報告の場で，iPad Pro を用いて PR 動画を上映した。 

ソフトボールグループは，8 月に御調町にある御調ソフト

ボール球場で行われた平成 28 年度全国高等学校総合体育大

会ソフトボールの部の宣伝動画を作成し，7 月のありがとう

デーで上映した。動画制作は iPad Pro 及び iPad mini を用い

て行った。生徒たちは iPad mini を持ち，地域に出て，地域の方々に撮影に協力してもらっていた。その後，

撮影した素材を iPad Pro の「iMovie」で編集した。また，全校生徒に向けて，第 1 学期終業式の際に，同じ

動画を上映した。 

文化・伝統グループは，御調町の伝統として柿を扱った。そのために御調町にある柿園「尾道柿園」に協

力を得て，柿を用いた商品開発をする過程で，「尾道柿園」の柿を撮影し，その写真をスライドショーで iPad 

 
図 2：毎時間の各グループから行われる活動報告 

図 3： LINE スタンプのイラストを作成する生徒 

 

図 4：道の駅での〈のぼり〉披露 
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Pro を使って 10 月のありがとうデーで上映した。 

（４）中間報告会でのプレゼンテーション（10 月） 

総合的な学習の時間の公開研究授業と

して，生徒に iPad mini を用いてプレゼン

テーションを行わせた。発表の方法は次

の通りである（図 5 も参照のこと）。 

ア. 会場となる 5 つの各教室に，そ

れぞれのグループ（福祉・医療，

ソフトボール，文化・伝統，自

然，食物）の数名ずつを割り当

てる。 

イ. 各教室には，プロジェクターに

接続した iPad miniを 1台ずつ設

置しておく。 

ウ. いずれかのグループの代表者に

iPad mini を用いて中間発表を行

わせる。 

エ. 発表中，発表グループ以外の生徒には，質問や意見を配布したプリントに記入させる。 

オ. 発表後，発表グループ以外の生徒から，質疑応答を行わせる。 

カ. 全てのグループによる発表終了後，もとのグループに戻り，各会場での意見や質問を整理させる。 

キ. カの内容を踏まえて，今後どのような活動を行っていくのか，簡潔にまとめさせる。 

上記の方法で行うことで，すべての生徒に役割をもたせ，主体的に授業に参加させることができた。また，

普段 ICT に触れる機会が少ない生徒にも，iPad mini を使用させることで，ICT に触れる機会を作ることがで

きた。ICT 環境が十分に整備されているとは言い難い環境だが，5 台の iPad mini を使用することができたた

め，小さな規模での発表を行えた。そのため，普段ほとんど発言のない生徒も発言しやすい環境をつくるこ

とができた。 

しかし，授業の参観者からは，「プレゼンテーションのスライドが見にくい」，「発表者の声が小さい」など

の意見が出た。これを踏まえて，授業担当者は，最終発表会での発表をどのように指導していくか方向性を

決めることとなった。 

 

（５）活動の最終報告会でのプレゼンテーション（2 月） 

地域の文化会館で 1 年間の活動をまとめ，最終報告会を行った。昨年度までの御調地域活性化の取組みを

報告した後，5 グループそれぞれが発表を行った。また，福祉・医療グループは，聞き手に活動のイメージ

を伝えるために「iMovie」で作成した動画を披露した。最後に，まとめとして，「ひろしま教育の日フォーラ

ム」に参加した生徒が，今後の御調の活性化に向けての課題について発表した。プレゼンテーションは，iPad

のプレゼンテーションアプリである「Keynote」を用いた。 

プレゼンテーションの作成に関しては，中間報告の反省を踏まえて指導した。具体的には，①スライドは

贅沢に使い，フォントはできるだけ大きくすること，②文章をできるだけ書かず，図や画像を多用すること

に注意して資料を作成するよう指示した。中間報告でのプレゼンテーションが，スライドを読むだけであっ

図 5：中間報告会の流れ 

・5カ所でipadを活用して発表
・質問，意見交換

福祉・医療 ソフトボール 文化・伝統 自然 食物

5グループ

各グループ
2～3名 A～E部屋に分散する

A部屋

C部屋

B部屋

D部屋

E部屋

5グループ

福祉・医療 ソフトボール 文化・伝統 自然 食物

意見交換で得た情報を共有し，今後の活動について意見をまとめる。

全体共有

一つの部屋に全員移動

5グループの代表者の発表し，
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たり，過剰にアニメーションの効果を挿入したりした結果，見づらく，理解しにくいものになっていたこと

を受けての指導だった。結果として，発表を聞いた生徒からのアンケートには，「発表が分かりやすかった」

という意見が多く書かれていた。 

また，講評者の広島大学院教育学研究科准教授である永田忠道氏から，「全体の発表の前に，福祉・医療グ

ループが作成した動画があったため，どのように 1 年間活動してきたのかが分かりやすくてよかった」とい

う講評をいただいた。 

 

５．研究の成果 

上記の活動を通して，持続可能な社会作りの

担い手として必要な資質・能力は身に付いたの

だろうか。生徒達には，年度末に，1 年間の活

動を通して，どんなことを学んだか，どんな力

が身に付いたかをレポートにまとめさせた。そ

の結果，「コミュニケーションを行う力」を挙げ

る生徒が最も多く 31 人，次いで「未来像を予測

して計画を立てる力」「他者と協力する態度」「進

んで参加する態度」が 15 人ずつだった

（図 6 を参照のこと。なお，同一生徒

が複数の力や態度が身に付いたと考え

ている場合もある）。もともとの授業の

特性として，他者とのコミュニケーシ

ョンを頻繁に行う場面があったのは確

かである。とはいえ，PR 動画づくりや

プレゼンテーションアプリを用いた発

表によって，他者に自分の考えを的確

に表現することの難しさや面白さを感

じ，それらの力が身に付いたと考えて

いる生徒も多いだろう。情報発信の手

段として，ICT 機器を用いる機会を増

やすことで，特に「コミュニケーショ

ンを行う力」について，ICT 機器の使

用がない場合よりも向上したと考えら

れる。 

また，生徒に本授業をアンケートで

評価させた。質問項目及び回答結果は，

表 2 の通りである。アンケートではす

べての項目について肯定的な回答が極

めて多いという結果になった。 

 

図 6：年度末に生徒が活動を通して自分に身に付いたと思う力 
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表 2：授業評価アンケート質問項目及び回答結果 

質問項目 関連する能力・態度 回答 

他の人と意見を出し合って，いろん

な意見を踏まえた最終意見をまとめ

たことがある。 

批判的に考える力 肯定 57

否定 3

自分たちが考えていることが御調町

の将来にどうつながっていくかをし

っかり考えたことがある。 

未来像を予測して 

計画を立てる力 

肯定 53

否定 7

3 つ以上の異なる意見を総合的に考

えて，結論を導くことができた。 

多面的，総合的に 

考える力 

肯定 50

否定 10

学校外の人に自分たちの意見を述べ

たことがある。 

コミュニケーション

を行う力 

肯定 48

否定 12

一人ではできないことを仲間と協力

して達成したことがある。 

他者と協力する態度 肯定 59

否定 1

自分たちがやっていることが，他の

人がやっていることとどうつながっ

ているかを考えて行動した。 

つながりを尊重する

態度 

肯定 53

否定 6

やるべきことを自分から見つけて取

り組むことができたことがある。 

他者と協力する態度 肯定 59

否定 1

授業に主体的に参加でき，充実感が

ある。 

進んで参加する態度 肯定 59

否定 1



 

第42回 実践研究助成 高等学校 

６．今後の課題・展望 

 本研究は，ICT 環境が整備されていなかった過年度までの活動との比較が難しく，ICT 機器の活用を通し

て，どのような力が身に付いたのかを特定しにくい状況にあった。ICT の活用が，生徒の主体性や創造性を

高めたことは確実だが，因果関係を示す客観的なデータの収集が不十分なままに終わってしまった。今後は，

更なる活動の充実を図りつつ，ICT を使うメリットをより明確化できるようにする必要があるだろう。 

 

７．おわりに 

 ICT を活用することによって，教員にとっては指導法の見直しの機会を得ることができ，生徒にとっては

表現や活動の幅が広がったのは確実である。過年度まで，アイデアとしては出ていたが，実現できていなか

った活性化案に着手することもでき，授業の自由度も上がったように思われる。 

 本研究を行う上で，広島大学院教育学研究科准教授の永田忠道氏に多くの指導・助言をいただいた。また，

総合的な学習の時間を進めていく上では，道の駅「クロスロードみつぎ」の駅長である上原啓明氏をはじめ

として，地域の方々に多くの協力を得た。この場を借りて謝辞を申し上げたい。 
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